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質
問

　
　
①
市
長
の
専
決
処
分
の
行
使

に
つ
い
て
、
そ
の
意
義
と
行
使

の
条
件
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
②
長
谷
川
市
長
の
当
任
期
中

の
二
元
代
表
制
に
お
け
る
議
会

と
の
ス
タ
ン
ス
に
関
し
て
伺
う
。

　
　
昨
年
は
、
議
員
自
ら
行
政
改

革
に
取
り
組
む
姿
勢
を
示
す
べ

く
、
苦
渋
の
選
択
で
定
数
削
減

を
し
、
選
挙
が
行
わ
れ
、
現
在

の
常
総
市
議
会
が
あ
る
。
そ
の

よ
う
な
中
、
市
長
選
立
候
補
者

の
自
動
失
職
に
よ
っ
て
議
会
に

欠
員
を
出
す
と
い
う
話
が
あ
る

が
、
こ
れ
で
は
補
欠
選
挙
が
行

わ
れ
ず
、
民
意
が
失
わ
れ
る
だ

け
で
は
な
く
、
二
元
代
表
制
の

一
翼
を
担
う
議
会
に
欠
員
が
生

じ
て
し
ま
う
。
市
長
選
立
候
補

者
が
こ
れ
を
行
う
こ
と
は
議
会

へ
の
挑
戦
で
あ
り
、
民
主
主
義

自
体
へ
の
挑
戦
に
他
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
、
地
方
分
権
一
括
法
に

よ
っ
て
国
と
地
方
が
対
等
の
関

係
と
な
り
、
地
方
分
権
の
議
論

が
進
む
中
で
、
議
会
の
果
た
す

役
割
が
さ
ら
に
重
要
と
な
り
、

議
員
一
人
ひ
と
り
が
市
民
か
ら

負
託
を
受
け
た
義
務
と
責
任
を

自
覚
し
、
誠
意
を
持
っ
て
常
総

市
の
発
展
に
寄
与
す
べ
き
と
考

え
る
。

　
　
以
上
を
か
ん
が
み
、

　
　
③
議
会
に
欠
員
が
出
る
こ
と

に
対
し
て
、
二
元
代
表
制
の
健

全
性
が
担
保
さ
れ
る
か
。

　
　
④
議
員
定
数
を
定
め
た
議
会

の
決
定
に
対
し
て
、
議
員
自
ら

が
そ
れ
を
最
大
限
尊
重
す
べ
き

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答
弁
（
総
務
部
長
）

　
　
①
専
決
処
分
は
、
議
会
の
議

決
が
得
ら
れ
な
い
時
の
補
助
的

な
手
段
で
、
そ
の
行
使
に
は
、

地
方
自
治
法
に
よ
り
四
つ
の
規

定
が
な
さ
れ
て
い
る
。

答
弁
（
企
画
部
長
）

　
　
②
二
元
代
表
制
で
は
、
議
会
、

首
長
い
ず
れ
も
が
住
民
を
代
表

す
る
立
場
に
あ
る
。
市
民
、
議

会
、
執
行
機
関
が
一
丸
と
な
っ

て
市
民
協
働
の
市
政
運
営
を
強

力
に
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

　
　
③
議
会
が
成
立
し
て
い
る
以

上
は
二
元
代
表
制
の
健
全
性
は

保
た
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い

二
元
代
表
制
に
お
け
る
首
長
と
議
員
の
役
割
に
つ
い
て

金
子
　
晃
久 

議
員

と
を
定
め
る
も
の
で
す
。

　
市
民
及
び
民
間
団
体
等
は
、
地

域
社
会
の
一
員
と
し
て
自
ら
が
積

極
的
に
文
化
芸
術
の
創
造
の
担
い

手
と
し
て
、
主
体
性
及
び
創
造
性

を
発
揮
し
、
文
化
芸
術
活
動
を
行

い
又
は
、
そ
の
活
動
を
支
援
す
る

こ
と
を
通
じ
て
、
文
化
芸
術
を
振

興
す
る
役
割
を
担
う
こ
と
に
よ
り
、

心
豊
か
な
市
民
生
活
の
形
成
及
び

活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
市
・
市
民
・
民
間
団
体

等
の
役
割
を
明
確
化
す
る
と
と
も

に
、
文
化
芸
術
の
振
興
を
図
る
た

め
の
施
策
の
総
合
的
な
推
進
を
図

る
た
め
の
基
本
計
画
の
策
定
等
に

つ
い
て
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
文

化
芸
術
の
保
存
や
文
化
芸
術
に
関

す
る
活
動
を
行
う
者
の
育
成
、
活

用
等
当
市
に
お
け
る
文
化
芸
術
に

関
す
る
環
境
の
整
備
及
び
充
実
に

関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め

の
条
例
を
提
案
し
た
も
の
で
す
。

　
平
成
24
年
第
３
回
常
総
市
議
会

（
臨
時
会
）
が
、
８
月
９
日
に
、

1
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
臨
時
会
に
は
、
石
下
西
中
学

校
建
設
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

関
す
る
議
案
2
件
、
常
総
市
長
等

の
給
与
及
び
旅
費
の
特
例
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
の
議
案
1
件
、
合
計
３

件
を
市
長
が
提
案
。
ま
た
、
議
員

提
案
に
よ
る
東
海
発
電
所
及
び
東

海
第
二
発
電
所
の
安
全
性
確
保
と

廃
炉
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ

い
て
の
議
案
１
件
、
補
欠
選
挙
2

件
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
会
議
即

決
で
採
決
の
結
果
、
議
案
３
件
が

原
案
の
と
お
り
可
決
、
1
件
が
否

決
さ
れ
ま
し
た
。

さ
れ
ま
し
た
。
又
、
請
願
３
件
を

審
議
し
、
１
件
が
採
択
、
２
件
が

継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

　
可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
予
算

総
額
は
今
回
の
増
額
で
、
総
額
２

百
30
億
４
百
６
４
万
１
千
円
と
な

り
ま
す
。

　
補
正
の
内
容
は
、
水
海
道
庁
舎

旧
庁
舎
改
築
に
伴
う
仮
設
庁
舎
建

設
工
事
及
冷
暖
房
設
備
改
修
工
事

等
の
庁
舎
建
設
費
の
計
上
で
す
。

　
こ
の
条
例
は
平
成
13
年
に
定
め

ら
れ
た
国
の
文
化
芸
術
振
興
基
本

法
に
基
づ
き
、
常
総
市
に
お
け
る

文
化
芸
術
の
振
興
を
目
的
と
し
て
、

市
民
及
び
民
間
団
体
等
が
文
化
芸

術
に
よ
り
積
極
的
に
接
し
、
親
し

む
た
め
の
施
策
の
基
本
と
な
る
こ




